
SASBスタンダード、GRIスタンダード、SDGs等の国際的イニ
シアチブのほか、当社グループの企業理念、行動基準、グループ
ビジョンや事業環境をもとに、ESGの各分野ごとに社員による
意見交換や課題の抽出を実施。中長期的な企業価値に関係が
深いと考えられる経営課題をリストアップ

環境に配慮した事業

働き方・働きがい・人権尊重

コーポレート・ガバナンス

持続的成長の基盤
となるマテリアリティ

P.34-35 

価値創造と持続的成長を実現するためのマテリアリティ

サワイグループは、持続的な企業価値の向上と社会への

貢献を両立するため、事業活動を通じて取り組むべき重要課

題としてマテリアリティを特定しています。特定にあたって

は、国際的なガイドラインや各種規範を参照するとともに、

社内外のステークホルダーとの対話、外部評価の結果、並び

に当社グループを取り巻く事業環境や社会課題の動向を総

合的に踏まえました。そのうえで、「ステークホルダーの関心」

と「当社グループにとっての重要度」という2つの観点から

課題を整理し、優先順位付けを行っています。

マテリアリティは、単に社会から要請される課題を列挙

するものではなく、当社グループが中長期的に価値を創出し

続けるための経営の羅針盤でもあります。医薬品を安定して

供給する責任、品質と安全性の確保、環境負荷の低減、人財

の活躍促進、ガバナンスの強化など、当社グループの事業と

社会的責任に深く関わるテーマを重点領域として設定し、

経営戦略や各種施策に結び付けています。

また、生物多様性の毀損、高齢化の進展、医療ニーズの

多様化など、社会や事業を取り巻く環境は常に変化してい

ます。当社グループは、こうした変化を的確に捉え、マテリア

リティの妥当性を定期的にレビューするとともに、必要に応

じて見直しを行うことで、重要性の変化を事業活動に反映し

ていきます。今後も、マテリアリティを起点に、持続可能な

社会の実現と当社グループの持続的成長の両立を目指して

まいります。

マテリアリティ 中期経営計画「Beyond 2027」の重点テーマ

事業戦略
重点テーマ

経営基盤
重点テーマ

ジェネリック医薬品ビジネスの
持続性確立

成長分野への継続的投資

持続的成長を支える人財の創出

資本効率改善

サステナビリティへの取り組み

信頼される企業基盤の確立

医療アクセスの向上

医療財政への貢献

健康寿命延伸への貢献

人財育成

ジェネリック医薬品市場における
着実な成長

Step1で挙げられたマテリアリティの候補を、「ステークホルダー
の関心」と「当社グループにとっての重要度」の2軸でマッピング
し、該当するエリアごとに「価値創造につながるマテリアリティ」と
「持続的成長の基盤となるマテリアリティ」の2つに分類

特定したマテリアリティについて、目標、取り組み、モニタリング
指標を設定し、グループサステナビリティ委員会で妥当性につ
いて検証。その後、最終的に取締役会での議論・審議を経て、承
認を取得

マテリアリティの進捗

価値創造につながる
マテリアリティ

P.34

課題のリストアップ

課題の抽出と重要度評価

妥当性確認

Step

1

Step

2

Step

3
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マテリアリティの進捗

医療アクセスの
向上

環境に配慮した
事業

人財育成

健康寿命延伸への
貢献

医療財政への
貢献

気候変動を抑えることは、その影
響度や深刻度の点から、人類が直
面している最も重要な課題のひと
つです。

労働人口が減少するなかで、経営
上最も重要な人財の確保と育成
が、当社グループの中長期的な成
長に不可欠です。

ジェネリック医薬品事業で培った
強みを活かし、その周辺領域の課
題解決にも貢献することで、持続
的な成長を実現したいと考えてい
ます。

付加価値の高いジェネリック医薬
品の早期上市により、医療財政の
健全化に貢献することが当社グ
ループの存在意義であると考えて
います。

医薬品を安定供給し、医療従事者
や患者さんが常にアクセスできるこ
とは製薬企業の重要な責務です。

健やかな暮らしの実現を目指す企
業理念のもと、高品質な製品を供
給することは製薬企業の重要な責
務です。

● 2013年度＋αを基準に、総量で
CO2排出量46％削減

　（2030年度）

● 新卒、中途採用の強化
● 労働環境を意識した魅力ある労
働条件の設定

● 女性、シニア人財等の登用・活用

● デジタル医療機器（ニューロモ
デュレーション）及びPHR管理
アプリの収益貢献の開始

● ジェネリック医薬品業界トップレ
ベルの研究開発投資の継続（新
製品開発、既存品改良）

● 中計期間3年間で44品目以上
の新製品を発売予定

● 国内トップレベルの生産能力の
設備更新

● 自社生産能力：220億錠以上（第
二九州工場固形剤棟で35億錠
の増加）

● 信頼性保証体制の確立のための
システム導入と人員体制の強化

● 品質イベント管理システム導入

● 約24,100t-CO2を削減（CO2フリー電
気約8,700t、非化石証書約15,400t相
当購入）

● ボイラー蒸気吐出圧力の低減により年
間約44t-CO2を削減

● 多様な採用チャネルの活用により、新卒
社員（2026年4月入社）と中途社員をそ
れぞれ約200名採用

● 全社最適の人財活用を目的としたグ
ループ人財戦略会議の設置

● 減酒治療補助アプリHAUDY（ハウディ）
を販売開始（販売名：CureApp AUD
　飲酒量低減治療補助アプリ）
● FrontActの手指運動リハビリテーション
システムMELTｚ®の採用先を拡大

● 投資効率と社会ニーズへの適合を両立
させる「ポートフォリオ戦略会議」を設置

● 新製品5成分9品目を発売（2025年12月）

● ジェネリック医薬品の供給不安解消に向
け、166億錠を生産

● 生産人員の確保と増産に向けた人財採用
● 医薬品製造の社会的使命と役割の重要
性の理解を促す教育研修を実施

● 高品質なジェネリック医薬品の安定供給
に向け、クオリティカルチャーの浸透を
継続的に推進

● オンサイト／オフサイトPPAの導入拡大
の検討

● CO2フリー電力、非化石証書の購入を
継続

● 各工場で省エネルギー設備の導入を検討

● グループ人財戦略会議を活用し、事業戦
略と結び付いた人事戦略を推進

● 生産職人財、採用難易度の高い職種の
採用を強化

● 社内公募制度の利用を活性化

● 非侵襲型ニューロモデュレーション機器
レリビオン®の自由診療での販売を検討

● MELTｚ®の生体信号処理技術を搭載
したポータブル型の手指運動ロボットを
開発中

● 「ポートフォリオ戦略会議」の運営を継続
● 6成分9品目を2026年6月に薬価収載

● 2026年度の生産数量は、委託生産含め
180億錠を計画

● 第二九州工場新棟のステップ2の稼働
開始により、2026年度末の自社生産能
力は220億錠となる

● 製品管理を強固にするため、GQP省令
に基づき、自社・委託先を問わず、すべ
ての製造所に対する管理監督体制の強
化を継続

気候変動への対応

生産・品質・研究開発
人財の確保

未病・予防を含む
より広いヘルスケア領域に
事業拡大

付加価値の高い
ジェネリック医薬品開発

安定供給

製品の品質・安全性

○

○

○

○

△

○

価値創造につながるマテリアリティの目標と達成状況

持続的成長の基盤となるマテリアリティの目標と達成状況

2026年度以降の取り組み進捗
評価2025年度の主な取り組みと実績中期目標（2026年度末）特定理由マテリアリティ

2026年度以降の取り組み進捗
評価2025年度の主な取り組みと実績中期目標（2026年度末）特定理由マテリアリティ
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マテリアリティの進捗

環境に配慮した
事業

コーポレート・
ガバナンス

働き方・働きがい・
人権尊重

自社及びステークホルダーに係る
情報を十分に保護・管理するため
の体制を構築することが重要です。

○

● 情報セキュリティ事故対応
チーム(CSIRT)の拡充

● サイバーリスク対策強化
● インシデント対応の自動化

● 生成AIガイドライン及び利用マニュア
ルを作成

● 外部有識者による講演会を実施

● 情報セキュリティ監視体制の強化
● 外部アセスメントによる高度化を継続
● データバックアップの強化

情報セキュリティの強化

医薬品という生命に関わる製品を
取り扱う企業として、高い倫理観と
事業継続の確保が求められていま
す。

○
● リスクマネジメント委員会、コン
プライアンス委員会の強化

● グループリスクマネジメント委員会を年
2回開催し、災害時の対応などに関する
リスクを検討

● グループコンプライアンス委員会を毎月
開催し、コンプライアンス意識を高める施
策や「全社コンプライアンスの日」を実施

● 左記の取り組みを継続
リスクマネジメント・
コンプライアンスの強化

生命に深い関わりを持つヘルスケ
ア企業として、すべてのステークホ
ルダーの人権への配慮は重大な責
務であると考えています。

△

● 取引先への人権デューデリジェン
スの強化

● 人権尊重の重要性について社内
浸透の取り組み

● すべての役員及び従業員を対象として
eラーニングによる人権研修を実施

● ハラスメント等の人権に関わる公益通
報窓口の周知・啓発と相談事案の調査・
分析

● 人権デューデリジェンスとして、社内外
の人権リスクを評価し、優先して取り組
む対象を決定

● カスタマーハラスメントの対応策として、
基本方針の策定と公表、社内周知を実施

人権デューデリジェンスの
取り組み

人事理念のもとで従業員一人ひと
りの個性や創造性を大切にし、従
業員エンゲージメントの強化に努
めています。

△
● 従業員エンゲージメント指数：
4.50

● 全社的な取り組みと並行し、各本部や事
業所単位で挑戦する風土の醸成、コミュ
ニケーションの促進等の重点項目を定
め、改善に向けた取り組みを開始

● エンゲージメントサーベイの継続
● エンゲージメント向上に向け、管理職を
対象とした研修の実施

従業員エンゲージメントの
向上

様々な価値観や背景を認め合う企
業文化を醸成することは、会社や
個人を成長させるために大切な要
素であると考えています。

○
● 女性管理職比率：15％以上
● 男性育児休業取得率：100％
● 障がい者雇用率：2.85％以上

● 次世代女性リーダーの育成に向けた研
修や啓蒙活動を継続的に実施

● 2歳未満の子を養育する従業員を対象と
する育児目的休暇の導入

● 次世代女性リーダーの支援と育成に向
けた研修を継続

● 育児休業中でも会社とのつながりを継
続するための仕組みの検討

● 若手女性を対象としたキャリアデザイン
研修を検討

ID＆E
（インクルージョン・
ダイバーシティ・
エクイティ）の推進

生物多様性から得られる多様な恩
恵を認識し、事業継続にはネイ
チャーポジティブを進めることが
重要であると考えています。

○
● TNFDに関する取り組み内容の
検討と着手

● 大阪府のアドプトフォレスト活動に参画
し、間伐や下草刈り、植樹などの森林整
備、環境学習や地域交流を通じて、持続
可能な森林づくりと里山（農地）保全活
動を実施

● アドプトフォレスト活動及びイタセンパ
ラ保護活動の継続

● TNFDフレームワークに基づく取り組み
を継続

生物多様性の保全

持続可能な未来を築くためには、
循環型社会の実現に寄与し、資源
の有効活用と再利用が不可欠と考
えています。

● 廃プラスチック再資源化率：65％
以上（2030年度）

● メカニカルリサイクルPETフィルムを用
いた包装材料を一部製品に採用

● 分析機器等のリユースを推進(鹿島等5
工場及び研究開発本部)

● 地球環境チーム内に「廃棄物班」を設置
し、廃プラスチックの再資源化率を高め
る施策を検討

省エネ推進・
リサイクル推進・
廃棄物の抑制

○

2026年度以降の取り組み進捗
評価2025年度の主な取り組みと実績中期目標（2026年度末）特定理由マテリアリティ
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